
この珍味は食べると自然に笑顔になる。 
 

①南幌工場に到着 ②会社の内容について聞き取り調査をしました 

③工場見学や模擬体験をしました ④試食では自然に笑顔になることを実感 ⑤美味しい理由を確信しました 

その理由を大学生が調べました。(理由は、裏面で) 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.silhouette-illust.com/illust/39971&psig=AOvVaw2j2bonz-vQ-00BB9-mK2ry&ust=1581796070831000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNC95tvn0ecCFQAAAAAdAAAAABAD


 

          の珍味が美味しい理由 

Point 1 Point 2 

Point 3 

豊かな利尻の海 厳選と熟成 

ひとつひとつ丁寧に 

  答え： 北洋食産には美味しさを創りだす循環があるため。 

 ■札幌学院大学経営学部碓井ゼミナールの谷・松本が取材・作成しました。   ◆ジモガクは学生地域定着推進広域連携協議会です。 
生地域定着推進広域連携協議会です。 

の商品はインターネットでも購入できます！! 

http://www.hoshitako.co.jp/ 

なぜ、利尻の海産物が美味しいのか？ 
それは利尻島には利尻山を中心とする山々が
そびえ立ち、その山々からたっぷり養分を含
んだ水が海に流れるためである。山の腐葉土
を通った水は、植物、プランクトンという、
海の生き物たちのえさを育てる栄養をたくさ
ん含んでいる。そのため利尻の昆布は大きく
育ち、さらにその昆布を食べるウニがどこよ
りも美味しくなる。栄養たっぷりの海が豊富
な海産物を育てているのである。 

珍味の素材となる海産物は
最も美味しい時期のものを
厳選して仕入れている。例
えば、ほっけは脂乗りの良
い6月から8月までのものを
使う。昆布は利尻島の浜と
漁師を限定して買い付ける。
そして加工の際には、その
原料の獲れた場所により加
工の調整をする。また昆布
は適度な室温管理をして最
低1年から7年熟成させる。
何が美味しいのか、そして
どうしたら美味しくなるの
かを熟知しているからこそ
たどり着く美味しさなのだ。 
 

南幌工場では利尻から運ばれる質の高い海産物を、「ひとつひとつ丁寧に」を心がけ、食べたす
べての方に笑顔になってもらえるように仕事をしている。コツコツと生真面目な手仕事こそが、
素材の美味しさを最大限引き出すことができる。だから一口目から笑顔になる味が実現するのだ。 

https://illustimage.com/?dl=10810
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